
コロナ陽性

新型コロナウイルス感染症
外来治療薬選択についてのフロー

無症状

適応薬剤なし

・SpO2 95%以下
・肺炎あり
・合併症等で入院が望ましい

のいずれか

入院を検討
（入院治療のフローを参照）

外来治療

ラゲブリオカプセル
原則院外処方(患者限定医薬品)

 18歳以上に投与可
 妊婦または妊娠している可能性のあ
る女性には禁忌

 ＜処方までの手順＞②に沿って処方

重症化リスク因子を有する軽症～中等症Ⅰ

パキロビッドパック300/600
原則院外処方 (患者限定医薬品)

eGFR60mL/min以上：パキロビッドパック600
eGFR30mL/min以上60mL/min未満：パキロビッドパック300
 成人および12 歳以上かつ体重40 kg 以上の小児
に投与可

 特定の薬剤を投与中の患者には禁忌
 ＜処方までの手順＞①→ ②に沿って処方

2024年4月感染制御室更新 Ver.6
本フロー問い合わせ先：感染制御室専従薬剤師

重症化リスク因子のない軽症～中等症Ⅰ

 高熱・強い咳症状・強い咽頭痛などの臨床症状が
ある

 症状発現から72時間以内である
 妊娠または妊娠する可能性のある女性ではない
 服用中の全ての医療用医薬品、市販薬、サプリメ
ントを確認し、服用薬等をカルテ記載できる

 患者もしくは代諾者から治療に対する同意を取得
できる

該当しない項目がある

適応薬剤なし

上記全てに該当する

ベクルリー点滴静注用
 体重3.5 kg 以上40 kg 未満の小児または
成人および体重40 kg 以上の小児に投与可

パキロビッドパックが使用できない場合

商品名 1治療当たりの薬価

パキロビッドパック600 99,027.5円

パキロビッドパック300 62,693.0円

ベクルリー点滴静注用 185,992.0円
（3日間投与）

ラゲブリオカプセル 94,312.0円

ゾコーバ錠 51,851.8円

医療費の自己負担割合に応じた、通常の窓口負担となる

通院による治療が可能な場合

ゾコーバ錠の検討も可
原則院外処方(患者限定医薬品)

 一般に重症化リスク因子のない軽症例の多
くは自然に改善することを念頭に症状を考
慮した上で投与を判断する

 ＜処方までの手順＞ ①→ ②に沿って処方

＜処方までの手順＞
①服薬中の全ての医療用医薬品、市販薬、サプリメント
をカルテ記載し、相互作用を確認する
相互作用の確認方法：
「薬物相互作用マネジメントの手引き※1 」参照、
または薬剤部※ 2に確認を依頼

②患者限定医薬品のため、薬剤部※ 2へ患者限定申請願
書を提出または電話する

※1 薬剤毎の手引きは、電子カルテ病院情報管理
システム内コロナ対応状況ページに掲載

※2 平日日勤帯：DI室
夜間休日：調剤室



コロナ陽性
入院

軽症～中等症I  ・SpO2 94%以上 ・胸部画像所見で明らかな肺炎がない

中等症II～重症
SpO2 93%以下 酸素投与が必要

必要に応じて
呼吸器・感染症・アレルギー内科に相談
平日日中：南2階外来
夜間休日：オンコール用スマートフォン

ベクルリー点滴静注用

呼吸器・感染症・アレルギー内科に相談
平日日中：南2階外来
夜間休日：オンコール用スマートフォン

重症化リスク因子

 高熱・強い咳症状・強い咽頭痛
などの臨床症状がある

 症状発現から72時間以内である
 妊娠または妊娠する可能性のある
女性ではない

 服用中の全ての医療用医薬品、
市販薬、サプリメントを確認し、
服用薬等をカルテ記載できる

 患者もしくは代諾者から治療に
対する同意を取得できる

該当しない項目がある

適応薬剤なし

ゾコーバ錠の検討も可
(患者限定医薬品)

 一般に重症化リスク因子
のない軽症例の多くは
自然に改善することを
念頭に症状を考慮した
上で投与を判断する

 ＜処方までの手順＞
①→ ②に沿って処方

上記全てに該当する

内服可能で経口薬を検討する場合

あり なし

2024年4月感染制御室更新 Ver.6
本フロー問い合わせ先：感染制御室専従薬剤師

適応薬剤なし

パキロビッドパック300/600
(患者限定医薬品)

eGFR60mL/min以上：パキロビッドパック600
eGFR30mL/min以上60mL/min未満：パキロビッドパック300

 成人および12 歳以上かつ体重40 kg 以上の小児に投与可
 特定の薬剤を投与中の患者には禁忌
 ＜処方までの手順＞①→ ②に沿って処方

新型コロナウイルス感染症
入院治療薬選択についてのフロー

パキロビッドパックが使用できない場合

ラゲブリオカプセル (患者限定医薬品)
 18歳以上に投与可
 妊婦または妊娠している可能性のある女性には禁忌
 ＜処方までの手順＞②に沿って処方

＜処方までの手順＞
①服薬中の全ての医療用医薬品、市販薬、サプリメントを
カルテ記載し、相互作用を確認する
相互作用の確認方法：「薬物相互作用マネジメントの手引き※1 」参照
または薬剤部※ 2に確認を依頼

②患者限定医薬品のため、薬剤部※ 2へ患者限定申請願書を提出または
電話する

※1 薬剤毎の手引きは、電子カルテ病院情報管理システム内
コロナ対応状況ページに掲載

※2 平日日勤帯：DI室、夜間休日：調剤室

無症状
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